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議 事 録 兼 報 告 書 会議等名称 平成２５年度 第３回 伊那市子ども・子育て審議会 日 時 平成２５年１２月１２日（木） 午後６：３０～７：４０ 場 所 市役所５０１会議室 欠 席 者 平澤郁夫委員 内藤松太郎委員 伊東一隆委員 中村和史委員 滝芳樹委員 宮原光生委員 黒河内浩委員 議 題 ニーズ調査の実施について 議 事 内 容 ３ 審議 （１）ニーズ調査の実施について ＜事務局＞  資料により説明をする。 ＜委員長＞  追加項目について、委員の意見を伺いたい。 ＜委 員＞  問 10－１と、追加項目の関連がよくわからない。 ＜委 員＞  保護者の意見を聞くにはあっても良い。 ＜委 員＞  質問項目が多くなっている。追加項目はあえて入れる必要はないのではないか。 ＜委 員＞  問 10－１は、具体的な取り組みと、概念的な取り組みとが混在し分かりにくい。整理したらどうか。 ＜委 員＞  どの視点で保護者に問うのか定めればまとめれば、問 10－１と、追加項目は一本になるのではないか。 ＜委 員＞  問 10－１は分かりやすい。この項目があれば、追加項目は必要ないのではないか。       要望等があれば、問 10－２へ自由筆記すればよい。 ＜委 員＞  伊那市では、様々な取り組みがされてきている。追加項目にあるような活動を取り入れていくような検討も必要ではないか。 ＜事務局＞  問 10－１は現在取り組んでいるもの。 追加項目は現在取り組んでいないものであり、保護者に新たに何を求めるかを問うもの。 それぞれ整理したい。 ＜委員長＞  本件に関しては事務局へ一任したいがどうか。 ＜各委員＞  了解。 ＜委 員＞  問 10 について、保護者が事業を選択するにあたり、利用料金が問題となってくる。保育料の一覧が示されているが、幼稚園の料金も示さなければ保護者は判断できないのではないか。 ＜事務局＞  一覧表を示したい。 ＜委 員＞  回答の対象となる子が何番目の子かにより回答内容は変わってくるのではないか。一人目と二人目とでは回答は違う。個々を踏まえ回答の集約はできないか。 ＜事務局＞  問４－１で子どもの人数は把握できる。何番目の子かを問う項目を追加したい。 ＜委 員＞  料金表へ「〇年〇月〇日現在」と記載すべきだ。 
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＜事務局＞  記載する。 ＜委員長＞  調査票の内容は了解いただけるか。 ＜各委員＞  了解  （２）その他  今後の予定について事務局から連絡         ①アンケート配布   12月中         ②アンケート回収期限 26年 1月 31日         ③アンケート集計   26年 2月中         ④次回委員会     26年 3月中 

 


